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立 評 論 50 年 に 寄 せ

わ守ほ-ね
目立笹望作所別業の意Jズlは,別業什J-ミ小てド1キの外国技術に

たよらず,日本人の頭と力とで機械のl:醐モを子∫■なって,l玉Ⅰ

家什会の発展に尽L,それで介‾業も j‾るという,技術

によるl耳家社会への奉什の桁神でふって,その年え方は今

日まで連綿として貫かれて来ているソ

ロ1ンニ話､Iそ論発刊もこのプ市業の-･つで占)つて,技術成果の発

火に【L F)顧零什仝への叶-ビスな｢父lることで舟)るが,また

一方これを辿じ鰍#社会-▲如からの柊拐･､PごすR増を賜わっ

ていることもすこぶる多く,こかFJによりわが什はもF)ノ′〕

んであるが,広く社会の技術発矧こも多人の`布チがなさjL

ていると思う.ここに酢客たらびに社会に対しノ乎く軌謝な

ささげたい‥

このR‾lンニ.沖論の別‾川は人‾1[7年であi),これほまた小､ド

1′キの巧▲のもと,口立1二場に初めて研究諜ができた年て占)る.

Lたがって数えれば今年で日立評論は,口立の研究雁とと

もに50年を迎えたわけであi),この50年の目立.沖論の離

し山上妄!モ弔な口二i7の技術の研究l桐発の成果の惟出であるとも

いえfヒう｡

推業や二1二業の発泡■よ,研究にまたねばならぬと言うのが

小平うキの考えでぁり,このため他の企濃にさきがけて椚和

9年に口立研究所が,17年に中央研究所が設立されたので

あるが,これらが口立発展の原動力となったといっても過

i了ではない1

戦後わがL司の経済発展ほきわめてめざましく,同比所

得もl′l巾什界第2位にまで達したが,これほ教育が瞥及さ

■l

れ,勤勉,椚植件をもった巨け亡が多いこと,また新技術を

よく吸収して事業の成長をLズlったためであると言われてい

る..

二の問にあって,Hlソニも先進国との技術格差をユ.速にう

めるために棉当の技術導入を行なって来た｡LかしそjLと

誰子_JILてそれ以上に研究を中心にロカによる研究開発に努

めてきたわけで,戦後種々の新l拝業封jH的するようになっ

たが,それF)の新技術の柑j7丁となったのが研究所であると

考えrJJtてよいであろう._;すなわらトランジスタ,り三横川

路,ブラウン管などの電子部占占,電∫･麒緻続,田量分析計,

その他の即化学機苫注,電子計盲ミ1二機,日動制御,ル;(-〃J,拗

水発電所などの新分野に順調にほいっていけるようになっ



たのは研究所のノJである.′_.

さて今日,口本も先進国となり,令而的｢=1Ⅰ化帖代に突入

して来ている.二JそLて11Ⅰ‾巨的技術の開発が国家社会経済発

展のためにも,また企_業経常にも刻Fの最もたいせつな問

過となってきていることは周知のことである.-.

それゆえ技術朋党に関しては 行方Irliからい/)いろ提案

もされておF),国家の大型開発プロジェグトなどの振興措

置も実行に移されつつあるが,強力な科学技術行政の確立,

技術開発に関する実効挙る推･官･学協力方式の推進,金

融税制措置の磁化などほエー､を要する｢Lrj題である.-_.

しかL,私はそれとともに機槻`製造業老としてこの技術

開発に個Lて,各方面にせつに次のことを希望してやまな

いのであるし)すなわち

州 技術開発にほ嵩要所,ユーザー血の強力な支持協力

がいちばん効果があがるとノ且っている..これはわが

国の鉄道や通信の技術や技術朋党が1fl二非有数なこと

からも‾iヒ証されているところで,各種人型の開発プ

ロジェクトにおいてもユーザー側のいっそうの積極

的協ノJをせつにお願い巾し上げる.ノ

(21糾亡川企業間においても競7-･ほ激しいが,日本人お

‾Jf二いに大きな三毛持でオープンマインドにニナゴ‾′山､の優

秀な製l枯を使用Lで†うとか,各稗田内技術の交流を

■占詫んにするとかLて,今日の急務であるわが国の技

柑桐発の質を上げるためのfR勺二協ノブ体制をつくるこ

と1ン心願いする.

13)滋近の技術はきわめて由比になF),しかも常に進歩

して11二まないので,高級技術者も常に研さんを后ま

なけJいよならない..産業界に二‡言いても産学協同その

他により技術者の再教育をL伺っで常に能プ州目発を図

る必要がある.-ノ

最後に払は,私どもの研究体制出発と目1互評論発刊の50

同年に当たf),現時の技術開発の屯要性を想い,今後ます_ま

す研矧i昔+発にノブを致L,成業各界の作々様とともiこ,わが国

パ三業維折の発伝引こ徴ノJを尽したいと付する次第であー),各

ソ川Iiの従火よりのご協力を感謝するととヰ)に,今後のいっ

そうのご支援ごべんたつをお願い申L卜げる次第であるJ
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